
資料４ 

食品安全委員会のリスクコミュニケーションの実績 

 

１ 食品健康影響評価に関する取組 

○評価結果等に関する意見交換会 

  ・ＢＳＥや放射性物質等特に国民の関心の高いテーマや農薬、食品添加

物、食中毒等について意見交換会を関係省庁や地方自治体等と連携し

て実施。 

・近年では、地域において指導者として活躍が期待される者や地域にお

いてオピニオンリーダーとして期待される者等を対象とした少人数に

よる意見交換会を重点的に実施。 

 

○食品健康影響評価等に対する国民からのご意見、情報の募集 

・食品安全委員会で取りまとめた食品健康影響評価書（案）についてパ  

ブリックコメントを実施 

 

○委員会の原則公開、議事録等のホームページへの掲載 

・食品健康影響評価の審議過程の透明化を図るため、委員会等について

は原則公開とし、併せて議事録等をホームページへ掲載。 

 

２ 食品の安全に関する基礎的知識の普及啓発 

○食品安全委員会委員等による各地での講演等 

 ・食品の安全に関して食品安全委員会委員が各地で講演等を実施。 

 ・また、事務局職員による講演等も実施。 

 

○食の安全ダイヤル 

・食品の安全性に関しての国民からの電話やメールでの質問・相談につ

いて対応。 

 

○食品安全モニター会議 

 ・470 名の食品安全モニターを対象とした会議を開催し、モニターが食品

の安全性などについて周囲への情報提供や、日常生活を通じた情報収

集等の活動を行うことができるよう、必要な情報提供等を実施。 
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○食品を科学する～リスクアナリシス連続講座の開催 

  ・平成 25 年度より、食品の安全性に関する知識を体系的に理解できるよ

うリスクアナリシスに関して委員が交代で解説する全 6 回の連続講座

を実施。当日の資料や講義映像について、ホームページで公表し、広

く普及を推進。 

 

○消費者団体、報道関係者との意見交換 

  ・消費者団体と概ね 3 ヶ月ごとに、食品の安全に関する基礎的な情報を

提供して定期的に意見交換を実施。 

・平成 25 年から、報道関係者とも概ね 3 ヶ月ごとに、国民の関心の高い

テーマについて定期的に意見交換を実施。 

 

３ 各種媒体を通じた情報提供 

 ○ホームページによる情報提供 

  ・食品の安全性に関する情報を積極的に提供するとともに、緊急時にお

いては、当該事案に関する科学的知見の迅速な情報提供を実施。 

 

○パンフレット、季刊誌『食品安全』の発行 

  ・各種パンフレットや季刊誌「食品安全」（年４回）を発行。 

 

○食品安全委員会メールマガジン（食品安全委員会ｅ－マガジン）

の配信 

  ・約 10,000 名の読者に食品安全委員会の開催動向を毎週配信。 

・また、平成 24 年度からは、食品安全に関する基礎的な情報を分かりや

すい形で提供する「読み物版」を月 2 回配信。 

  ・さらに、緊急時においては臨時号を発信し、緊急時における情報発信に

も活用。 

 

○ソーシャル・ネットワーク・サービスを通じた情報発信 

  ・平成 26 年 2 月、Facebook を開設。その特性を生かし、食品に関する危

害情報等、機動的な情報発信を開始。 

 

４ リスク管理機関との連携 

 ・上記意見交換会等を適宜リスク関係機関と連携し実施するとともに、日

頃からの連携体制を確保するため、関係省庁のリスクコミュニケーショ

ン担当者会議を隔週ごとに実施。 
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（単位：回）

計 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 Ｈ25

意見交換会 480 35 101 66 66 28 22 25 24 34 49 30

ＢＳＥ 157 75 28 33 13 1 3 4

放射性物質 64 21 35 8

食品安全全般（リスクアナリシス含む） 48 14 4 4 2 4 7 11 1 1

食中毒 39 1 2 5 13 8 1 9

農薬 26 4 5 11 3 2 1

食品添加物 23 1 1 1 5 2 4 5 4

ポジティブリスト 22 10 12

遺伝子組換え食品 10 2 1 1 1 1 2 2

残留農薬 10 2 2 5 1

輸入食品 6 2 1 3

魚食の安全性 6 1 5

健康食品 6 5 1

カドミウム 4 1 1 2

鳥インフルエンザ 4 3 1

リスクコミュニケーション 4 1 1 1 1

メチル水銀 4 1 3

体細胞クローン 4 4

トランス脂肪酸 3 1 2

食の安全に係る法改正 2 2

食品衛生 2 2

化学物質全般 2 2

薬剤耐性菌 2 1 1

大豆イソフラボン 2 2

カビ毒 2 2

微生物のリスク評価 2 1 1

食育 2 1 1

食品中の鉛 2 2

輸入牛肉の健康影響評価 2 2

（その他） 20 6 3 1 2 1 2 3 2

シンポジウム/セミナー 34 3 11 3 4 1 3 5 0 2 0 2

食品安全全般（リスクアナリシス含む） 25 3 10 2 4 1 2 2 1

食品安全とバイテク 1 1

ＢＳＥ 1 1

食育 1 1

ＷＨＯ化学物質評価の最新情報 1 1

ナノテクノロジー 1 1

微生物のリスク評価 1 1

食中毒 1 1

放射性物質 1 1

ヒ素 1 1

32 13 3 7 3 6

総計 546 38 112 69 70 29 25 43 27 43 52 38

※　自治体等が主催する意見交換会への派遣は除く。

リスクコミュニケーションの開催実績
（意見交換会、シンポジウム/セミナー、ジュニア食品セミナール）

【平成１５年度～２５年度】

リスクコミュニケーションの形式及びテーマ
年度別開催回数

ジュニア食品安全ゼミナール
（ジュニア食品安全委員会含む）



各都道府県別リスクコミュニケーション開催実績 
（意見交換会、シンポジウム/セミナー、ジュニア食品安全委員会） 

（平成１５年度から平成２５年度） 

東京都 
１２７ 

愛知県 
３２ 

大阪府 
３２ 

北海道 
３２ 

宮城県 
１８ 

兵庫県 
１８ 

岡山県 
１５ 

沖縄県 
１５ 

広島県 
１２ 

岐阜県 
１１ 

富山県 
１１ 

栃木県 
１０ 

高知県 
９ 

山口県 
９ 

香川県 
８ 

徳島県 
９ 

埼玉県 
８ 

新潟県 
８ 

石川県 
８ 

愛媛県 
７ 

群馬県 
７ 

滋賀県 
７ 

千葉県 
７ 

大分県 
７ 

福島県 
７ 

山形県 
７ 

和歌山県 
６ 

岩手県 
５ 

佐賀県 
５ 

鹿児島県 
５ 

熊本県 
１１ 

秋田県 
５ 

静岡県 
５ 

長崎県 
５ 

奈良県 
５ 

神奈川県 
４ 

青森県 
４ 

福井県 
４ 

三重県 
３ 

鳥取県 
３ 

山梨県 
２ 

長野県 
２ 

福岡県 
１７ 

※自治体等が主催する意見交換会への派遣は除く。 

京都府 
１１ 

宮崎県 
１ 

島根県 
１ 

茨城県 
１ 
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